
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

・国、関係機関に対する要望活動を強化している。
・手稲山口地区について、受入地の活用検討、地域振興対応を本格化している。

来年度以降の方
向性

・北海道新幹線の札幌開業に向けて、引き続き市民機運を醸成する取組を実施。
・一日も早い札幌開業や開業遅れに伴う影響の最小化等について、国や関係機関に対する要望活動を継続。
・手稲山口地区について、地域協議会の運営・地域振興対応の継続、受入地活用方法の具体化を実施。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

啓発ＰＲ活動については、目標の回数を達成した。今後も広く機運を醸成する取組を進めていく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

50 60 62 60 60 60

↓

アウトカム
成果指標1

啓発ＰＲ活動の年間実施回数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

50 60 60 60 60 60

人工

指標

アウトプット
活動指標1

啓発ＰＲ活動の年間実施回数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

4.8 人工

令和7年度予算額 28,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 6.2

正規職員業務量 5.1 人工

令和6年度決算額 25,896 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 4.8 人工

令和6年度予算額 28,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

一日も早い札幌開業の実現、開業遅れによる影響の最小化、札幌開業に向けた市民機運の醸成。

他都市の状況

他都市においても、札幌市を含む沿線自治体等で構成する期成会や協議会において、国や関係機関等に対し、要望活動を実
施している。
啓発・ＰＲ活動については、札幌市以外の沿線自治体においても、鉄道・運輸機構と協力して、地元開催のイベントにおけるＰＲ
活動を実施している。また、道外におけるＰＲを実施している都市もあった。

市民参加の実施

令和5年度決算額 22,906 千円 うち特定財源 0

施策名 広域交通ネットワークの充実・強化により、道内の都市や観光地を

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和３年６月に発生土（対策土）受入地として手稲山口受入地が決定し、工事を開始。発生土（対策土）受
け入れに当たり、住民及び鉄道・運輸機構とともに、地域協議会を設置し、工事の安全確認、跡地利用の検
討、地域課題の共有を行っている。また、現段階では全量分の発生土受入地を確保できておらず、追加の受
入地の確保及び確保後の取組が必要。
令和７年３月に「現時点では、おおむね２０３８年度末の完成・開業を見込み、工程への影響が大きいさらなるリスクが生じた場
合、さらに数年単位で遅れる可能性がある」との国の有識者会議の報告書が公表された。

事業内容
（何を実施し）

一日も早い札幌開業の実現を目指し、建設事業の円滑な推進に向けた関係機関との協議調整、建設工事や発
生土受け入れに関する地元理解の促進、国等への要望活動、機運醸成のための啓発・ＰＲの実施など様々な
取組を行った。

事業名 北海道新幹線推進費
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事業評価調書
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